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醸造用ぶどうアンケート調査の概要

項 目 説 明

調査目的 本道における醸造用ぶどうの生産拡大に向けた施策検討の基礎
資料とする

調査期間 令和4年(2022年)12月～令和5年(2023年)１月

調査方法 市町村に調査対象者への調査票の配布及び回収を依頼

調査対象者 次のいずれかに該当する方
① 醸造用ぶどうを栽培している生産者等
② 醸造用ぶどう生産への新規就農・参入希望者（研修中も含む）
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醸造用ぶどう生産者・醸造者アンケート調査結果概要

■ 回答者の属性

○ 空知・後志・上川で、全回答者の約６割
空知21名、石狩5名、後志：42名、胆振7名、渡島8名、
檜山6名、上川13名、留萌1名、宗谷1名、オホーツク5名、
十勝6名、釧路3名、根室2名

○ 回答者の46％が個人、47%が法人、
その他（地方公共団体等）7%

○ 経営形態は、専業が５割
①醸造用ぶどう専業：50% ②果樹専業：13%
③果樹・稲作複合：7% ④果樹・畑作複合：23%
⑤新規就農・参入希望者：3% ⑥その他：11%
※その他：ワイナリー、上記以外の複合経営、公設・JA（試験）等 ２

■ 回収率

○ 回収率：60.3%（調査対象者199、回答者120）
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○ 栽培年数の平均は12.5年、５年未満が約2割、10年未満で約６割

○ 回答者の醸造用ぶどう栽培面積は、合計で約446ha
3ha未満が全体の約6割、5ha以上は全体の約2割

３

１ 生産の状況①

栽培年数 回答者数 割合

～５年 26 21.8%

５年～10年 42 35.3%

10年～20年 21 17.6%

20年～ 30 25.2%

栽培面積（未収益期間含む） 回答者数 割合

～１ha 25 21.0%

１ha～３ha 52 43.7%

３ha～５ha 17 14.3%

５ha～10ha 17 14.3%

１0ha～ 8 6.7%
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14.3%

10ha～
6.7%



○ 単収の平均は366kg/10a、400kg/10a未満の生産者が約6割

○ 今後3年程度の「規模拡大意向」が全体の約４割、回答者計で87.5ha

４

１ 生産の状況②

単位当たり収穫量 回答者数 割合

～400kg/10a 64 60.4%

400kg/10a～600kg/10a 19 17.9%

600kg/10a～800kg/10a 10 9.4%

800kg/10a～1000kg/10a 6 5.7%

1000/10a～ 7 6.6%

規模拡大意向 回答者数 割合

拡大（計） 44 37.0%

～0.5ha 13 10.9%

0.5～1ha 8 6.7%

1～3ha 16 13.4%

3ha～ 6 5.0%

現状維持 75 63.0%

縮小 0 0.0%

～400kg
60.4%

400kg～600kg
17.9%

600kg/～800kg
9.4%

800kg～1000kg
5.7%

1000kg～
6.6%

拡大 37.0%

現状維持 63.0%



○ せん定技術研修の受講状況は就農後が全体の約8割
（複数回答可）

５

１ 生産の状況③

せん定技術研修 回答者数 割合

研修先 49 40.8%

就農後 92 76.7%

独学 45 37.5%

なし 2 1.7%

研修先 40.8%

就農後 76.7%

独学 37.5%

なし 1.7%

研修先

就農後

独学

なし
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○ 苗木の入手先は個人購入が全体の約7割と最も多く、
ワイナリー経由は約３割（複数回答可）

６

２ 苗木入手の状況①

入手先 回答者数 割合

個人購入 81 67.5%

ワイナリー経由 30 25.0%

ＪＡ等 15 12.5%

自家生産 19 15.8%

個人購入 67.5%

ワイナリー経由

25.0%

JA等 12.5%

自家生産 15.8%

その他 2.5%

個人購入
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JA等

自家生産

その他
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○ Ｒ4：苗木の購入状況は全体の約５割が購入（複数回答可）

７

２ 苗木入手の状況②

確保状況 回答者数 割合

購入した 64 53.3%

自家生産した 13 10.8%

購入していない 44 36.7%

購入した 53.3%

自家生産した 10.8%

購入していない 36.7%

購入した

自家生産した

購入していない
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○ 苗木の確保率は約８割、Ｒ1以降は８割から９割で推移
※今年度から自家生産についても調査、「※」で自家生産分を記載

８

２ 苗木入手の状況②

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５
（見込み）

希望本数 105,730 97,351 109,324 103,825 117,542
※18,220

55,559
※17,530

購入本数 51,671 77,317 97,950 84,229 112,544
※13,632

46,259
※17,145

確保率 48.9% 79.4% 89.6% 81.1% 95.7%
※74.8％

83.3%
※97.8％
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確保率の推移



○ R4の苗木確保結果（購入分）について、
不足本数別では不足なしが約８割、1,000本以上が約１割
1,000本以上不足した者の不足数計で全体の約８割

９

２ 苗木入手の状況③

区分 回答者数 割合 不足本数 割合

不足なし 49 76.6%

～100本 3 4.7% 146 2.9%

100本～500本 5 7.8% 970 19.4%

500本～1000本 0 0.0% 0 0.0%

1000本～ 7 10.9% 3,882 77.7%

合計 64 4,998

1000本～
77.7%

100本～500本
19.4%

～100本
2.9%

区分ごとの不足本数割合

不足なし
76.6%

1000本～
10.9%

100本～500本
7.8%

～100本
4.7%

回答者の割合



○ R5（見込み）の苗木確保（購入分）について、
不足本数別では不足なしが約6割、1,000本以上が約2割
1,000本以上不足した者の不足数計で全体の約7割

10

２ 苗木入手の状況④

区分 回答者数 割合 不足本数 割合

不足なし 40 62.5%

～100本 2 3.1% 60 0.6%

100本～500本 6 9.4% 1,045 11.2%

500本～1000本 3 4.7% 1,800 19.4%

1000本～ 13 20.3% 6,395 68.8%

合計 64 9,300

1000本～
68.8%

500本～1000本
19.4%

100本～500本
11.2%

～100本
0.6%

区分ごとの不足本数割合
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4.7%

～100本
3.1%

回答者数の割合


